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短 報

四国南西部,松 田川流域における九重第一

テフラの対比と低位段丘の年代

熊 原 康 博*1・ 長 岡 信 治*2

本稿では四国南西部,松 田川流域で見 いだされた小川テフラ(新称)を 記載 し,本 テフラと中部

九州 ・九重火山か ら噴出 した九重第一 テフラとの対比を試 みた.小 川テフラは層厚20～40cm,

中～細粒砂サイズの結晶質降下軽石層で,そ の鉱物組成 は多量 の普通角閃石 と少量の斜方輝石 ・

黒雲母 ・石英 ・磁鉄鉱か らなる.小 川テフラの層位は,鬼 界アカホヤテフラ ・姶良Tnテ フラの

下位に位置す る.鉱 物組成 ・重鉱物比 ・含有鉱物の屈折率の一致か ら,小 川 テフラは九重第一テ

フラに対比できる.ま た,広 域 テフラとの層位か ら推定 した小川 テフラの降下年代 は,70～80ka

に降下 した九重第一テフラの年代と矛盾 しない.

小川 テフラとの層位関係をもとに,松 田川中～下流に分布する低位段丘構成層が,70～80ka

前後 に堆積 したと推定 された.

キ ー ワー ド:後 期更 新世,四 国南西 部,九 重 第一 テフ ラ,小 川 テ フラ,河 成 段丘

I.は じ め に

九重第一テフ ラは,後 期 更新世 に中部九州の九重火 山

か ら噴出 したプ リニー式 降下 軽石で あ る(町 田,1980)

(図1).九 重第一 テフ ラは従来,中 部九州 にお ける後期

旧石器時代の遺跡のローカルな指 標テフラと して記載 さ

れていたが(町 田,1980),規 模が 大きいことか ら降下分

布の 広域 的な 広が りが予 想 されて いた(町 田 ・新井,

1992)

本稿では,四 国南西部,松 田川流域において 見いだ さ

れ た小川テ フ ラ1)(Og)の 層位 および岩 石学 的記 載,小

川テ フラと九重第一テ フラとの対比につ いて述べ る.さ

らに,小 川テ フラの年代に基づ き,松 田川中～下流に分

布す る低位段丘の形成年代について検討する.今 回の九

重第一テ フラの対比は,ほ とん ど明 らかにされていない

四国南西部にお ける後期更新世の河成段丘編年に貢献す

ると考え られ る.

町田(1980)は,九 重第一テ フラの降下年代を,上 下 の

姶良Tnテ フ ラ(AT:町 田 ・新 井,1976)と 阿蘇4テ フ

ラ(Aso-4:町 田ほか,1985)の 年代 と,両 者間の火山灰

土壌の堆積速度が一定であ るとい う仮定を用いて 決定 し

て いる.そ の 当時,姶 良Tnテ フラの降下年代 は21ka,

阿蘇4テ フ ラの 降下 年代 は44～55kaと されて い たた

め,九 重第一テ フラは約30kaと されて いた.最 近では,

海底堆積物の酸素 同位体比層序にお ける位置な どか ら,

姶良Tnテ フラが21～25ka(町 田 ・新井,1992)も しく

は25.4～26.0ka(青 木 ・新井,2000),阿 蘇4テ フラが

85～90ka(町 田 ・新 井,1992)も しくは88ka(大 場,

1991)と 考え られている.奥 野ほか(1998)は,こ れ らの

テフ ラの新 しい年代 を もとに,九 重第一 テフラの降下年

代を49～51kaと 求めた.ま た,奥 野ほか(1998)は,九

重第一テフ ラを含む一連の 噴火 ステージの堆積物であ る

飯(はん)田(だ)火砕流堆積物の下部に含まれる炭化木片と堆積物直

下の腐植土壌の14C年 代を求めて>40kaを 得た結果,
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図1 九重第一テ フラの降下分布 と小川 テフラの

確認地点

九州地域 の等層厚線 は町田 ・新井(1992)を

もとに作成.

Fig. 1 Distribution of Kuju-Daiichi tephra and 

      observation points of Ogawa tephra 

      Thickness of the Kuju-Daiichi tephra 

     inside Kyushu is modified from Machida 

     and Arai (1992).

飯 田火砕流堆積物の噴出年代 を4万 年 よ りもやや古い と

推定 してい る.さ らに,鎌 田ほか(1998)で は,飯 田火砕

流堆積物中の ジル コン粒子か らフ ィッション ・トラ ック

年代を計測 し,70～80kaの 噴出年代を求めた.本 稿で

は,飯 田火砕流堆積物の噴出年代を直接求 めた鎌 田ほか

(1998)の 信頼性が高 いと判断 し,70～80kaを 九重第一

テフラの噴 出年代 とみな した.

II.小 川テフラの層位 と記載

本 テフラは,松 田川支流篠川沿いの宿毛市小川2)(Loc.

1)を 模式 地 と し,松 田川 本流の宿毛 市神有(Loc.2)で

も確認 された(図2).な お,小 川テフ ラは,満 塩 ・鹿 島

(1996)が 報告 した低位段丘堆積 物(神 有 層)中 の テフ ラ

と,採 取地点が近接 してい ること,鉱 物組成が一致す る

ことか ら,同 一 テフラと思われ る.た だ し,満 塩 ・鹿島

(1996)は,含 有鉱物の屈折率の測定や広域対比の検討は

行って いない.

模式地 のLoc.1は,町 田 ・新井(1978)に よ って鬼界

アカホヤテ フラ(K-Ah)と 姶良Tnテ フラが記載 された

露頭である.Loc.1に おける小川テフ ラは,現 河床 との

比高約8mの 低位段丘を覆 う崖錐堆積物 中に挾 まれ る.

この崖錐堆積物は層厚5m以 上,粒 径10～20cm程 度の

角礫 層か らな り,上 位 か ら鬼界 アカ ホヤテ フ ラ,姶 良

Tnテ フ ラ,小 川テ フラを挾む(図3,図4).鬼 界 アカホ

ヤテ フラと姶 良Tnテ フラ間の崖錐堆 積物の層厚 は100

cmで,姶 良Tnテ フ ラと小川 テフ ラ間の崖 錐堆積物 の

層厚 は180cmで ある(図3).小 川 テ フラの下 位で は層

厚60cmの 崖錐堆積物が低位段丘面を覆 ってい る.崖 錐

堆積物中には明瞭な不整合面 は認 め られ ない.Loc.1で

は,低 位段丘の構成層 は観察で きないが,約100m下 流

の地点で は,低 位段 丘の構成 層は層厚3m以 上の20～

40cmの 亜 円礫か らな る.

ここでの小川テフ ラは,層 厚20cm,中 ～細粒砂サ イ

ズの結晶質降下軽石層である.色 調 は黄褐色 を呈 し,降

下ユニ ッ トは認め られない.火 山灰層中には非 火山性 の

細粒砂が混入す る.

Loc.2で は,小 川テ フラは現 河床 との比高20mの 低

位段丘構成層中に挾在す る(図3,図5).低 位 段丘 の構

成層は,厚 さ7m以 上,平 均粒径5～10cmの 亜角礫層

か らな る.Loc.2に お ける小川テ フラは層厚40cmで あ

り,2層 の青 白色 ごま塩状のユニ ッ トとそれ らに挾まれ

た ク リーム色のユニ ッ トか ら構成される.テ フ ラ中には

四万十帯起源の砂粒が混入 している ことか ら,ユ ニ ッ ト

は水流によ って二次的に形成 された可能性が高い.

Loc.1,Loc.2に お ける小川テ フラは,普 通角閃石 ・

磁鉄鉱 ・斜方輝石 ・黒雲母 ・石英を含む結晶質降下軽石

層であ る(表1).重 鉱物組成の分析方法につ いて は,テ

フラを洗浄後,1/4mmお よび1/8mmの篩 で区分 し,

1/4～1/8mmの 粒径の ものについて,2分 法によ って分

けた試料を実体鏡下で約200個 検鏡 し,結 果を粒数%で

表 した.そ の結果,80%以 上普通 角閃 石が 占め,磁 鉄

鉱 ・斜方輝石 ・黒雲母が少量含まれ る.普 通角閃石の屈

折 率 は,Loc.1で はn2=1.670-1.679(モ ー ド:1.670-

1.675),Loc.2で は1.668-1.681(モ ー ド:1.672-1.674)

で ある.Loc.2に おける斜方輝 石の屈折 率は,γ=1.702-

1.710(モ ー ド:1.706-1.707)で あ る.火 山ガラス は両地

点 と も風 化 して 消滅 して いる.

III.小 川 テ フ ラ と九 重 第 一 テ フ ラ との対 比

2)Loc.1は,町 田(1996)で 紹介 された露 頭で あ る.町 田(1996)で はその地 点 を篠川 左岸 に図示 して い るが,実 際 に はその

露 頭 は篠川 右岸 にあ る(図2参 照).
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図2 小川テフラの露頭地点と低位段丘の分布

基図は,国 土地理院発行1:50,000地 形図 「宿毛」,「土佐中村」 を使用.

Fig. 2 Outcrops of Ogawa tephra layer and distribution of the lower terrace surface 

The base map is the topographic map "Sukumo" and "Tosanakamura" at the scale of 

1:50,000 of the Geographical Survey Institute.

図3 小川テフラの層位

Fig. 3 Stratigraphic position of Ogawa 

      tephra layer

給源か ら離れたテ フラを給源の火山噴出物 と対比す る

にあた って,岩 石記載学的に同一で あること,両 者の降

下年代が調和 的であ ることが 必要で ある.加 えて,新 た

にテフラを見 いだ した地点が,対 比す るテフラの 降下範

囲と して妥 当であ ることも考慮する必要が ある.本 研究

で は,九 重第一テ フラの試料 を,鎌 田 ・星住(1996)で 記

載 され た給源付近 の大分 県久住 町境川の 露頭にて 採取

し,小 川テフラと同様の測定を行 った.

境川で 採取 された九重第一テ フラは,普 通角閃石 ・磁

鉄鉱 ・斜方輝石 ・黒雲母 ・石英を含む点で 小川テフラの

それ とよ く一致す る(表1)(重 鉱 物組 成につ いて は,

70%以 上普通角閃石が 占め,2%し か黒雲母を含まない

とい う点は,小 川 テフラと調和的である.た だ し,斜 方

輝石の組成比 に注目す ると,Loc.2の 小川テフ ラは同 じ

割 合(10%)で あ るの に対 し,Loc.1の そ れ は極 微量

(2%)で ある点で 若干異なるが,誤 差の範囲 と考え られ

る.九 重第一テフラに含まれ る普通角閃石の屈折率の値

n2=1.672-1.680(1.674),お よび斜方輝石の屈折率の値

γ=1.703-1.709は,小 川 テフ ラのそ れ らとよ く一 致す
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図4 Loc.1の 露 頭写真

写真 右下 にあ るハ ンマ ーの柄 の長 さは40cmで あ る.

Fig. 4 Photograph of the outcrop at Loc. 1

The length of the grip of the hammer is 40cm as scale on right bottom of the photo .

図5 Loc.2の 露頭 写真

Fig. 5 Photograph of the outcrop at Loc. 2
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表1 小川テフラと九重第一テフラの岩石学的特徴

Table 1 Petrographic properties of Ogawa tephra and Kuju-Daiichi tephra

る.

本稿で は,小 川テ フラ中の火山ガ ラスは風化 して消滅

して いるため,火 山ガ ラスの屈折率や化学組成を分析す

ることはで きなか った.

ところで,約110kaに 噴出 した九重下坂田テフ ラ(小

野 ほか,1977;鎌 田ほか,1998),約140～150kaに 噴 出

した九重宮城 テフラ(小 野ほか,1977;鎌 田ほか,1998)

は,豊 富 な普通角 閃石 と若干の斜方輝石 ・黒雲母 ・石英

で特徴づ け られ(町 田 ・新井,1992),九 重第一テ フラと

鉱物学 的に区別す ることは困難で ある.し か し,以 下の

3点 か ら,小 川 テフラは両 テフラと区別で きる.第1に,

小川 テフ ラと九 重第一 テ フラは粗粒 な降下 軽石層 であ

るが,そ れ に対 し九重下坂 田テフラ,九 重宮城 テフラは

細粒なco-ignimbrite ashで あ る.第2に,九 重第一 テ

フラは大規模なプ リニー式降下軽石で あ り,九 重下坂 田

テ フラ,九 重宮城 テ フ ラを生 じた火 砕流 の規模 は小 さ

く,四 国南西部まで到達 した可 能性が 低い.第3に,後

述するよ うに小川テ フラは後期更新世中頃に噴出 した可

能性が高 く,九 重第 一テ フラの噴 出年代(70～80ka)に

近い.

Loc.1で は,崖 錐堆積物中に上位か ら鬼界アカホヤテ

フラ,姶 良Tnテ フラ,小 川テ フラの順に堆積 している.

崖錐中の礫の風化度 は,層 位によ ってほ とんど変化が認

め られない ことか ら,こ れ らのテ フラ間の地層に時代の

著 しいギ ャ ップ はない と判断 した.小 川テ フラのおおま

かな降下年代を推定す るため,便 宜的に外挿を行 った.

鬼 界 アカ ホヤ テ フラ(降 下年 代6.3ka:町 田 ・新 井,

1992)と 姶良Tnテ フラ間の崖錐堆積物の厚 さは100cm

で,姶 良Tnテ フラと小川 テフラ間の崖錐堆積物の層厚

は180cmで あ る.層 厚 の比を もとに姶 良Tnテ フラと

九重第一テフ ラ間の堆積期 間は,お よそ35kyrsと 見積

もることがで きる.小 川テ フラの降下年代は,姶 良Tn

テ フラの降下年代で ある25ka(町 田 ・新井,1992)に35

kyrsを 加えた60kaと 見積 もる ことがで きる.こ の年 代

は,鎌 田ほか(1998)が 求 めた 九重 第 一 テ フ ラの年 代

70～80kaよ り若干 若いが,後 期更新世前 半に降下 した

点で調和的であ り,時 代的に整合性が認め られ る.

小 川テ フ ラが見 いだ された 四国南 西部,松 田川 流域

は,九 重第一テフ ラの給源で ある九重 火山の東-東 南東

の方角に当た る.こ の方角 は,町 田 ・新井(1992)で 図示

された九重第一テ フラの降下範囲の主軸 の方角 とほぼ一

致す る(図1).ま た,給 源 より50km離 れ た地点 にお い

て も,九 重第一 テフラの層厚が50cmで ある ことか ら,

約140km離 れた宿毛周辺 に も,九 重第一テ フラが飛来

す る可能性 は十分にあ る.

以上のよ うに,小 川テ フラと九重第一テフ ラの広域対

比 は,岩 石記載学的 ・時代的 ・地域的な整合性が 認め ら

れ ることか ら,両 者は対比され る.

IV.松 田川流域における低位段丘の年代

小川テフラと低位段丘面の層位関係から,低 位段丘の

離水年代について推定できる.Loc.1で は小川テフラが

低位段丘面を覆うことから,低 位段丘は小川テフラ降下

以前に離水している.し かし,小川テフラは低位段丘堆

積物の直上に位置することから,低位段丘の離水年代は

小川テフラの降下年代に近い.一 方,松 田川本流沿いの

Loc.2で は低位段丘構成層中に小川テフラが挾在

していることから,低位段丘の離水は小川テフラ降下よ

りも新しい.し たがって,低 位段丘の離水時期には流域

内で差が認められる.た だし,松 田川本流における低位

段丘構成層の堆積は70～80ka前 後の間,継 続していた

といえる.松 田川流域の低位段丘は,中 流から下流にか

けて連続的に分布すること,松 田川や篠川に流入する支

谷の奥まで連続すること,低 位段丘構成層が比較的厚い

ことから,堆 積段丘としての性格をもつ.

このような低位段丘の特徴は,堆 積段丘的な性格であ

る宮崎平野の新田原段丘群(長岡,1986)と よく似てい

る.宮 崎平野は西南日本外帯の山地が背後にあり,太 平
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洋に面し,四 国南西部と距離も比較的近いことから,当

時の両地域の気候条件,地 形条件もほぼ同様であったと

推定される.長岡(1986)は,新 田原段丘群が形成された

6～9万年頃を,最終間氷期から最終氷期にいたる緩やか

な海退と山地からの砂礫供給が増大した時期と推定して

いる.松 田川流域の低位段丘構成層も,同様な環境下の

もとで形成されたものと推定される.

V.ま と め

本稿では,四 国南西部,松 田川流域で見いだされた小

川テフラが九重第一テフラに対比されることを明らかに

した.こ の対比から70～80ka前 後に,松 田川中～下流

域における低位段丘構成層が堆積したと考えられる.

小川テフラは,模式地において層厚20cmで あること

から,さ らに遠方に降下していることが予想される.こ

のテフラは,四 国南西部における後期更新世前半の地形

面編年を行う上での重要な鍵テフラの一つといえる.

謝辞 独立行政法人産業技術総合研究所活断層研究セ
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学教室の中田 高先生,奥 村晃史先生には終始ご指導を

いただきました.広 島大学大学院生杉下一郎氏には九重

第一テフラの試料を模式地から採取していただきまし

た.以 上の方々にお礼申し上げます.
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Identification of the Kuju-Daiichi Tephra Layer, and the Age of 

   the Late Pleistocene Fluvial Terrace along the Matsuda 

          River in Southwestern Shikoku, Japan

Yasuhiro Kumahara*1 and Shinji Nagaoka*2

 We carried out the first identification of the 
Kuju-Daiichi tephra from central Kyushu in 
the lower reach of Matsuda River in southwest 
Shikoku. The tephra in the study area, named 
locally the Ogawa tephra, is 20 to 40cm thick, a 
fine- to medium-sand size pumice fall layer. 
The phenocrysts consist of hornblende, ortho-

pyroxene, biotite, magnetite, and quartz. The 
age of the Ogawa tephra is estimated to be 
older than 50ka in Late Pleistocene based on its 
stratigraphic position among other widespread 
tephras of known ages. In terms of the similari-
ties of mineral composition, refractive indices

of hornblende and orthopyroxene, and age of 
both tephras, the Ogawa tephra is identified 
with the Kuju-Daiichi tephra that erupted 70 to 
80ka. 
 The fill-top Late Pleistocene terrace devel-

oped extensively along the lower to middle 
reach of the Matsuda River. The Ogawa tephra 
is interbedded with the terrace deposit at 
Kamiari along the main stream of Matsuda 
River, suggesting that the terrace gravels were 
deposited around 70-80ka, when the regres-
sion occurred.
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